
家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る
会

連
絡
先
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
2
|
幻

i
u

婦

選

会

館

内

干

1
5
1

振
替
東
京
九
|
一
九
一
八
九
一

之込
ヱミ

報
'86 

夏

発
行

一
九
八
六
年
五
月
二
日

九

八

六

年

度

の

運

動

ス

タ

ー

ト

グ

一

国
の
制
度
と
し
て
共
修
が
実
現
す
る
か
ど
う
か
、
と
な
り
、
一
九
八
六
年
度
総
会
で
は
、
一
九
八
五
年

い
よ
い
よ
六
月
に
決
り
ま
す
(
ロ
ペ

l
ジ
参
照
)
。
度
総
括
と
決
算
、
一
九
八
六
年
度
運
動
方
針
と
予
算
、

新
教
育
課
程
に
向
け
て
の
運
動
に
全
力
を
上
げ
よ
一
九
八
六
年
度
世
話
人
は
そ
れ
ぞ
れ
報
告
、
提
案
通

う
と
聞
か
れ
た
四
・
五
集
会
は
熱
気
を
帯
び
た
集
会
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

…

全

国

交

流

集

会

へ

ど

う

ぞ

一

一

「

こ

れ

で

共

修

は

す

す

む

の

か

」

i
l
教
課
審
の
考
え
方
を
め
ぐ
っ
て

l
l

六
月
に
出
る
予
定
の
教
課
審
第
四
委
員
会
(
家
庭
、
内
容
+
教
課
審
の
考
え
方
の
検
討

技
術
・
家
庭
科
教
育
)
の
結
論
を
受
け
て
、
全
国
交
+
現
場
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

流

集

会

を

聞

き

ま

す

。

ぜ

ひ

ご

参

加

く

だ

さ

い

。

+

乙

れ

か

ら

の

運

動

の

す

す

め

方

ほ

か

担
当
中
嶋
里
美

(
O四
二
九
・
四
二
・
七
五
六

O
)

持
田
ナ
ミ

(
O
四
四
・
九
二
二
・
二
二
四

O
)

脇
美
智
子

(
O四
二
九
・
二
八
・
五
九
二
六
)

参
加
費
五
百
円
(
資
料
代
を
含
む
)

日
時

八
V

イタ

七
月
二
十
七
日
(
き

午
前
十
時

t
午
後
五
時

同
封
の
案
内
を
ご
ら
ん
下
さ
い
。

o 

o 

場
所

も

く

じ

一
九
八
六
年
度
の
運
動
ス
タ
ー
ト
:
j
i
-
-
:
山

全
国
交
流
集
会
へ
ど
う
ぞ
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
山

一
九
八
六
年
度
総
会
報
告
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
間

四
・
五
集
会
報
告
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
間

世
話
人
会
報
告
・
.............................. 
--m 

仇
の
公
開
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
・

:
:
:
j
i
-
-
:
・:川

家
教
連
夏
期
研
究
集
会
の
お
し
ら
せ
・
--------m

連
絡
会
報
告
・
.............................. ・・・・・附

女
性
民
教
審
家
庭
科
共
修
を
提
言
:
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
間

母
親
大
会
へ
の
お
さ
そ
い
:
・
j
i
-
-
:
:
:
:
:
附

小
杉
隆
議
員
を
訪
ね
て
・
.................... ・・・削

「
い
ま
乙
そ
家
庭
科
」
連
載
始
ま
る
:
:
:
:
・
側

森
幸
枝
さ
ん
の
本
(
京
都
の
共
修
)
:
:
・
:
:
側

教
課
審
委
員
を
訪
ね
て
・•..............•.... 

---m 

沖
原
豊
さ
ん
諸
井
農
さ
ん

小
田
島
哲
哉
さ
ん

専
門
委
員
に
青
木
さ
ん
・....•............... 

---m 

教
課
審
審
議
状
況
・
.................... ・・・・・・・・・問

衆
院
文
教
委
を
傍
聴
・
.................... ・・・・・・問

o 

o 

o 

同
封
の
参
加
申
込
書
を
七
月
十
日
ま
で
に
婦
選
会

館
の
事
務
局
あ
て
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。



一

九

八

六

年

度

総

会

報

告

四

月

五

日

・

婦

選

会

館

で

《
一
九
八
六
年
度
運
動
方
針
》

。
基
本
方
針

全
国
の
中
・
高
校
で
家
庭
科
の
男
女
共
修
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
、
差
別
撤
廃
条
約
の
精
神
を
生
か
し
、

教
育
課
程
の
改
定
に
向
け
て
力
を
結
集
す
る
。

A
V
具
体
的
な
活
動

L

教
育
課
程
の
改
定
に
向
け
て

①
い
ま
審
議
中
の
教
育
課
程
審
議
会
へ
の
働
き

か
け
に
全
力
を
あ
げ
る
。

@
差
別
撤
廃
条
約
の
精
神
を
生
か
し
た
男
女
共

修
の
家
庭
科
を
教
育
課
程
に
も
り
乙
ま
せ
る
た
め
、

文
部
省
、
国
会
、
臨
教
審
な
ど
に
働
き
か
け
る
。

Z

家
庭
科
の
男
女
共
修
の
世
論
を
盛
り
上
げ
る
た

め
に①
当
会
刊
行
物
、
特
に
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
積
極
的
に
販
売
す
る
。

②
全
国
交
流
会
を
聞
き
運
動
を
拡
大
す
る
。

@
「
家
庭
科
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
議
論
を
す
す

め
る
。

④
「
日
本
大
会
」
の
決
議
を
実
現
す
る
運
動
に

協
力
す
る
。

⑤
会
員
が
所
属
す
る
他
団
体
を
は
じ
め
、

諸
団

体
の
集
会
に
で
き
る
だ
け
協
力
す
る
。

⑥
マ
ス
コ
、
、
¥
ミ
ニ
コ
ミ
に
積
極
的
に
働
き
か

け
る
。

⑦
世
話
人
を
中
心
に
各
地
で
交
流
の
場
を
持
ち

運
動
を
ひ
ろ
め
る
。

③
運
動
の
ま
と
め
の
本
を
出
版
す
る
た
め
の
準

備
を
は
じ
め
る
。

ー
家
庭
科
の
男
女
共
修
を
現
場
で
具
体
的
に
す
す

め

る

た

め

に

、

①
「
男
女
共
修
」

K
役
立
つ
資
料
、
出
版
物
の

紹
介
を
す
る
。

@
共
修
家
庭
科
の
授
業
参
観
を
行
う
。

@
各
教
育
委
員
会
に
、
研
修
機
会
を
作
る
な
ど
、

家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る
た
め
の
と
り
く

み
を
要
請
す
る
。

④
家
庭
科
教
育
関
係
者
に
、
共
修
家
庭
科
の
内

容
検
討
、
実
践
例
の
発
掘
、
男
性
家
庭
科
教
員
の

養
成
な
ど
の
促
進
に
努
め
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

4.

組
織
の
拡
大
と
強
化
の
た
め
に

①
会
員
の
拡
大
を
積
極
的
に
行
う
。

②
世
話
人
会
を
定
期
的
に
聞
き
、
記
録
を
残
す
。

@
会
報
を
年
四
回
刊
行
し
、
情
報
の
交
換
に
つ

と
め
る
。

司
会

青
山
和
世

石
川
由
紀

2 

記
録
梶
谷
典
子

(
四
・
五
集
会
も
)

④ 

会
員
の
い
な
い
県
を
な
く
す
よ
う
努
力
す
る
。

(
提
案
持
田
ナ
ミ
)

《
一
九
八
五
年
度
総
括
か
ら
》

①
十
年
前
か
ら
の
運
動
の
成
果
が
、
女
子
差
別
撤

廃
条
約
の
批
准
を
有
効
K
し
、
又
、
批
准
へ
の
市
民

的
な
運
動
の
盛
り
上
り
が
、
女
子
の
み
必
修
家
庭
科

の
終
駕
を
も
た
ら
し
、
文
部
省
に
、
具
体
的
な
制
度

の
見
直
し
に
着
手
さ
せ
た
。

②
家
庭
科
共
修
の
世
論
が
広
が
り
、
定
着
一
し
た
。

@
が
、
新
し
い
家
庭
科
、
生
話
科
へ
の
動
き
、
教

課
審
、
臨
教
審
の
動
き
等
、
新
た
な
運
動
の
段
階
を

む
か
え
て
の
問
題
点
も
あ
る
。

目
新
し
い
運
動
で
な
く
な
り
、
マ
ス
コ
ミ
の
と
り

上
げ
方
も
去
年
後
半
は
少
く
、
集
会
の
参
加
者
も
へ

っ
て
い
る
。
会
員
拡
大
、
財
政
も
む
ず
か
し
く
な
る
。

そ
れ
は
世
話
人
が
忙
が
し
過
ぎ
て
専
念
で
き
な
い

か
ら
で
も
あ
る
。

マ
ス
コ
ミ
に
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
て
も
ら
う
か
、

会
員
を
ふ
や
す
乙
と
、
財
政
の
見
通
し
な
ど
に
つ
い

て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
報
告

芦
谷

薫

収 入 の 部 収 入 の 部

1985年度 1咋年室 -予算以下
入金 ム M オーバー メ~ 費

前年度繰越金 78，578 78，578 3500円x400人 1. 400， 000 

メ~ 費 855，000 1，400，000 .545，000 言十 1，400，000 

カ ン ノマ 64.800 ム 64，800

雑 収 入 42.420 ム 42，420

(集会参加費，会報etc) 支 出 の 部

計 1，040，798 1. 478.578 .437，780 ①集 会 (4回) 134，550 
ーーーー・ー---------四・・-------- 一一‘ー・ーーー』・...ーーーー 一昨-----------一一一』

メヱ三ミ、 場 費 14850x3 44，550 

支 出 の 部 案 内 状 10.000 

198支5年度出 198予5年度算 .予算以下 謝礼，交通費 80.000 
ムグオーバー

①集 会 70，030 224.550 .154，520 ②会 幸E 535，600 
..ー ーー'・-ーーーー------ 一------------ー・ F 匂 -------_.ー・ ーー・・圃静ー圃』・・・ーーー品目ーー・・F 戸 ・------圃凶・.一一ー

会場費 30，030 44.550 Ep 席IJ 費 90000 x 4 360.000 

案内状 。20.000 送 料 70x600x4 168，000 

謝 礼 40，000 160.000 運 搬 費 1900x4 7，600 

②会 報 481，260 542，800 • 61，540 ③維持費 341.600 
-----宇佐一句ーーーーーーー・ー・・・F 一圃』・・ーーー..ーーーーーー干ーーーー・ーーーーーーー ー←ー・ー・・圃』・・ ------ーーーーー--------ーー・圃』・ーー ー--------ーーーーー・，ーーーーー-------ーー-------
印刷費 321，140 367.200 事務所代 6800x12 81.600 

送 事ヰ 152，000 168，000 アルバイト代 20000 x 12 +20000 260，000 

運搬費 8，120 7，600 ④分担金 50，000 

③維持費 321，600 341. 600 • 20，000 ⑤通信費 70，000 

事務所代 81，600 81.600 ⑥雑 費 40.000 

アjレパイ付t 240.000 260，000 ⑦ 立替返済金 70.123 

④分担金 72，000 50.000 ム 22，000 ③予備費 158，127 

⑤調査費 。50，000 • 50，000 言十 1，400，000 

⑥通信費 69，980 80，000 • 10，020 

⑦雑 費 23，736 70，000 • 46，264 <パンフレット>

(封筒，コピー代，のり，ゴム印巴tc) 黄 48，554 

③予備費 l.....:.2:.~~.~ 119，628 • 47，313 ピ 二ノ ク 8， 115 
ーーーーーー・・・‘--------ーー--------ーー---------ーーーーー..・-------
チラシ，署名用紙 49，600 オ レ ン ジ 68.938 

新パンフ編集費 22，715 グリ ン 33，691 

E十 1，110，921 1，478，578 .367，657 フ Jレ 13，800 

新黄(2000部469，060円) 11. 400 
翌年度繰越金 1，040，798-1，110，921 =一70，123

(不足分はパンフレット会計より立替)
<家庭科男子Ic:.も>(印税67500円含) 84，257 
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度
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(
提
案

三金三

円

山

和

世

)

世
(
東
京
都
)

薫
(
東
京
都
)

紀
(
東
京
都
)

子
(
浦
和
市
)

サ
チ
子
(
長
岡
市
)

子
(
姫
路
市
)

子
(
東
京
都
)

子
(
石
川
県
)

本嶋山藤藤藤野

美
(
福
井
県
)

陽
子
(
東
京
都
)

節
子
(
帯
広
市
)

慶
子
(
山
形
市
)

美
枝
子
(
長
野
県
)

ち
づ
子
(
熊
本
県
)

里
美
(
所
沢
市
)

登
志
子
(
岐
阜
市
)

和脇八本持樋半馬

場

子
(
東
京
都
)

た
つ
子
(
東
京
都
)

恵
子
(
東
京
都
)

ナ
ミ
(
川
崎
市
)

靖
子
(
鳥
取
県
)

紀
子
(
与
野
市
)

美
智
子
(
所
沢
市
)

典
子
(
東
京
都
)

芦青

温

木

村

谷山

橋中立佐佐斎駒

石

川

榎

本
小
野
塚

香

川

梶

谷

木

下

由F面雅典敦質

疑

応

答

カ3

り

Q

(
姫
路
の
香
川
世
話
人
)
八
五
年
度
の
運
動
方
針

に
も
「
各
教
育
委
員
会
へ
の
要
請
」
が
入
っ
て
い

た
の
に
、
で
き
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
地
方
に

い
る
者
と
し
て
は
教
委
に
公
開
質
問
状
で
も
出
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
教
委
は
文
部
省
の
言
い

な
り
だ
か
ら
働
き
か
け
て
も
し
か
た
が
な
い
の
か
。

A
(芦
谷
世
話
人
)
去
年
は
教
課
審
が
ス
タ
ー
ト
し

た
り
、
臨
教
審
の
動
き
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
り
し

て
そ
ち
ら
の
対
応
に
追
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
世
話

人
も
い
そ
が
し
過
ぎ
た
。
教
委
へ
の
働
き
か
け
に

つ
い
て
は
、
検
討
す
る
時
間
も
な
か
っ
た
と
い
う

の
が
本
当
の
と
こ
ろ
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、

江
田
五
月
事
務
所
の
湯
川
。

洋

田口田島橋田

さ
ん
か
ら
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
は
や
っ
ぱ
り
ぜ
ひ
行
く
べ
き
だ
と
思

う
。
け
さ
東
京
都
教
育
委
員
会
へ
行
っ
て
見
た
が
、

ヒ
ド
イ
と
乙
ろ
で
は
な
い
よ
う
に
思
っ
た
。
高
校

の
指
導
主
事
は
「
共
修
を
す
す
め
た
い
が
、
中
学

で
の
違
い
が
大
き
過
ぎ
る
」
と
言
っ
て
い
た
。
タ

テ
マ
エ
と
し
て
は
共
修
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
都
の
婦
人
問
題
協
議
会
が
去
年
出
し
た

提
言
に
は
「
東
京
都
と
し
て
も
今
後
男
女
平
等
教

育
推
進
に
つ
い
て
研
究
推
進
校
を
設
置
す
る
な
ど

し
て
、
男
女
共
修
を
課
題
と
し
て
家
庭
科
の
指
導

内
容
、
方
法
な
ど
の
研
究
を
先
行
し
て
行
っ
て
い

く
乙
と
が
必
要
で
あ
る
」
「
首
都
と
し
て
他
の
自 * * * * * * *本** * * * * * * * 

治
体
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
き
い
こ
と
を
自
覚
し
、

先
導
的
役
割
を
果
す
べ
き
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
昭
和
六
十
年
度
の
都
の
新
規
事
業
と
し
て
、

各
区
市
町
村
の
指
導
主
事
そ
の
他
を
中
心
に
「
男

女
平
等
教
育
委
員
会
」
を
設
置
す
る
と
い
う
乙
と

も
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
や
り
よ
う
に
よ
っ
て
は

共
修
は
す
す
む
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

関
連
し
て
、
各
教
委
が
実
際
に
は
共
修
を
す
す
め
な

い
よ
う
に
圧
力
を
か
け
て
い
る
と
い
う
発
言
が
次
々

に
あ
り
、
ま
た
次
の
よ
う
な
発
言
も
あ
り
ま
し
た
o

'
文
部
省
や
教
委
は
中
学
の
現
状
の
不
合
理
性
に
つ

い
て
あ
ま
り
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

'
教
委
の
中
学
の
ほ
う
の
担
当
者
は
『
技
術
・
家
庭
』

の
あ
り
方
が
条
約
に
反
す
る
と
い
う
認
識
も
あ
ま

り
な
く
、
『
検
討
会
議
』
が
報
告
の
中
で
中
学
の

問
題
に
ふ
れ
た
乙
と
を
意
外
に
思
っ
て
い
る
よ
う

だ。

4 

+
「
技
術
・
家
庭
」
を
代
表
す
る
の
は
ど
う
し
て
も

男
の
技
術
の
先
生
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
家
庭

科
の
先
生
の
声
は
声
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

予
定
を
変
更
し
て
四
・
五
集
会
よ
り
総
会
を
先
に

し
ま
し
た
が
、
こ
う
し
て
話
は
「
技
術
」
と
「
家
庭
」

の
関
係
の
方
に
移
っ
て
、
自
然
に
集
会
に
つ
な
が
る

か
た
ち
に
な
り
、
報
告
、
提
案
は
修
正
な
し
に
拍
手

で
承
認
さ
れ
て
総
会
は
終
り
ま
し
た
。
(
梶
谷
典
子
)

…

集

会

報

告

|

認

可

も

『

技

術

」

も

/

|

…

「
家
庭
科
」
と
「
技
術
科
」
の
関
係
を
中
心
に
、
参
照
)
、
次
に
半
回
世
話
人
が
女
教
審
の
提
言
に
つ

あ
る
べ
き
家
庭
科
と
よ
り
広
い
連
帯
に
つ
い
て
考
え
い
で
報
告

(
9
ペ
ー
ジ
参
照
)
。
持
田
世
話
人
、
本

て
行
乙
う
と
企
画
さ
れ
た
の
で
す
が
、
や
っ
と
話
し
橋
世
話
人
は
中
学
と
大
学
の
教
員
の
立
場
か
ら
体
験

合
い
の
緒
に
つ
い
た
と
い
う
感
じ
の
集
会
に
な
り
ま
と
意
見
を
発
表
。
本
橋
世
話
人
の
「
技
術
の
先
生
の

し
た
。
運
動
方
針

(
2
の
③
)
に
も
あ
る
よ
う
に
、
共
修
運
動
は
遅
れ
て
い
る
」
と
い
う
発
言
に
対
し
、

乙
れ
か
ら
一
層
議
論
を
す
す
め
て
行
き
ま
す
。
茨
城
大
学
(
技
術
教
育
)
の
永
島
さ
ん
か
ら
は
「
技

※

術

科

教

師

が

古

い

と

き

め

つ

け

な

い

で

ほ

し

い

」

「
現
実
か
ら
す
る
と
『
技
術
』
『
家
庭
』
は
一
本
化

す
べ
き
で
な
い
」
「
も
っ
と
教
育
全
体
の
差
別
を
取

り
上
げ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。

四

五

※ 

※ 

※ 

※ 

報
告
者
の
坂
本
典
子
さ
ん
は
、
中
学
の
家
庭
科
の

先
生
か
ら
新
潟
大
学
の
家
庭
科
教
育
法
の
先
生
に
な

ら
れ
た
方
。
技
術
科
の
先
生
が
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
産
業
教
育
連
盟
の
会
員
で
、
家
庭
科
を
技
術
教
育

的
視
点
で
再
編
成
す
べ
き
だ
と
い
う
立
場
で
実
践
を

す
す
め
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

東
西
ド
イ
ツ
と
ス
ウ
干
l
デ
ン
の
技
術
教
育
視
察

の
旅
か
ら
四
日
夕
方
帰
国
、
疲
れ
を
お
し
て
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

旅
行
の
関
係
で
会
場
へ
の
到
着
が
三
時
す
ぎ
に
な

っ
た
た
め
、
坂
本
さ
ん
の
報
告
の
前
に
も
話
し
合
い

が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
江
田
五
月
事
務
所
の
湯
川
さ
ん
が
教
課
審
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
説
明
、
続
い
て
和
田
世

話
人
が
「
技
術
」
と
「
家
庭
」
を
二
教
科
に
し
て
ど

ち
ら
も
共
学
に
す
べ
き
だ
と
強
調
(
春
号
3
ペ
ー
ジ

坂
本
典
子
さ
ん
の
お
話
(
要
旨
)

「
技
術
・
家
庭
」
の
教
科
書
は
前
は
全
く
男
女
別

で
、
女
子
も
電
気
や
機
械
に
つ
い
て
学
ぶ
乙
と
に
は

な
っ
て
い
た
が
、
「
家
庭
電
気
」
「
家
庭
機
械
」
と

上
に
「
家
庭
」
が
つ
く
こ
と
を
疑
問
に
思
っ
た
。
ま

た
、
「
使
う
」
技
術
だ
け
で
「
つ
く
る
」
乙
と
が
欠

け
て
い
た
。
ま
と
も
な
技
術
教
育
が
女
子
に
も
必
要

だ
と
思
い
、
中
学
の
女
子
に
ト
タ
ン
で
チ
リ
ト
リ
を

つ
く
ら
せ
た
り
、
蛍
光
灯
ス
タ
ン
ド
を
つ
く
ら
せ
た

り
し
た
。

「
電
気
な
ん
て
や
あ
ね
え
。
乙
わ
い
で
し
ょ
?

感
電
し
た
ら
ど
う
す
る
の
?
」
と
か
、
「
機
械
な
ん

て
油
臭
く
て
き
た
な
ら
し
い
、
男
子
が
や
れ
ば
い
い

じ
ゃ
な
い
の
」
と
始
め
は
拒
絶
反
応
を
示
し
た
生
徒

た
ち
も
、
や
ら
せ
て
み
る
と
夢
中
に
な
っ
て
や
る
よ

う
に
な
り
、
男
子
よ
り
も
き
れ
い
に
つ
く
っ
た
り
し

た
。
で
き
上
っ
た
時
の
感
動
も
大
き
く
、
固
い
素
材

に
ふ
れ
る
乙
と
は
新
鮮
な
魅
力
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

同
じ
技
術
教
育
的
な
発
想
で
布
も
食
物
も
考
え
直

す
乙
と
が
で
き
る
。

技
術
の
発
展
に
そ
う
か
た
ち
で
食
物
領
域
の
実
践

を
や
っ
て
み
た
。
ま
ず
作
る
と
乙
ろ
か
ら
始
め
、
成

分
を
あ
と
で
確
認
し
、
そ
れ
が
体
の
中
に
入
っ
て
ど

う
作
用
す
る
か
、
と
い
う
ふ
う
に
授
業
を
す
す
め
る
。

う
ど
ん
。
つ
く
り
を
や
っ
て
み
た
と
乙
ろ
、
男
の
先

生
も
お
も
し
ろ
が
っ
て
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。
う
ど

ん
を
こ
ね
る
に
は
力
が
要
り
、
体
全
体
の
労
働
に
な

る
。
作
業
に
適
し
た
台
の
高
さ
を
考
え
る
乙
と
に
も

な
る
。
技
術
の
原
点
が
そ
乙
に
あ
る
。

次
に
は
ド
ラ
イ
イ
ー
ス
ト
を
使
っ
て
パ
ン
を
作
っ

た
。
パ
ン
を
買
っ
て
来
て
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
作
る
の

で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
自
然
の
形
に
近
い
材
料
を

教
室
に
持
ち
乙
む
よ
う
に
し
た
。
粉
を
ひ
く
と
乙
ろ

か
ら
や
っ
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

肉
に
つ
い
て
も
、
豚
肉
の
か
た
ま
り
を
買
っ
て
来

て
塩
づ
け
に
し
、
石
油
缶
の
中
で
い
ぶ
し
て
く
ん
せ

ιor'oI'iil:;¥:i":供品 、
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い
を
作
っ
て
み
た
。

魚
の
聞
き
や
み
り
ん
干
も
作
っ
た
。

バ
タ
ー
を
作
る
に
は
、
市
販
の
ホ
モ
ジ
ナ
イ
ズ
さ

れ
た
牛
乳
で
は
だ
め
な
の
で
、
牧
場
か
ら
ナ
マ
の
牛

乳
を
買
っ
て
来
た
。

豆
腐
や
か
か
か
や
お
c
h
v
粉
も
つ
く
っ
た
。

栽
培
か
ら
始
め
て
食
物
に
結
び
つ
け
る
乙
と
も
今

試
み
て
い
る
。

被
服
領
域
の
実
践
も
や
っ
た
。

手
づ
く
り
の
織
機
で
、
十
1
十
五
セ
ン
チ
四
方
位

の
布
を
織
ら
せ
る
と
、
布
の
し
く
み
が
わ
か
る
し
労

働
の
大
変
さ
も
わ
か
る

羊
毛
か
ら
毛
糸
を
つ
く
る
、
綿
の
種
を
ま
く
と
乙

ろ
か
ら
始
め
て
も
め
ん
を
つ
く
る
、
ま
ゆ
か
ら
真
綿

を
つ
く
る
実
践
も
可
能
だ
。

「
縫
う
」
だ
け
で
な
く
、
技
術
の
発
達
の
現
実
を

含
め
て
布
に
つ
い
て
教
え
る
乙
と
が
必
要
だ
。

技
術
の
発
達
の
歴
史
を
み
る
と
、
生
活
資
料
の
生

産
か
ら
始
ま
っ
て
、
今
の
高
度
に
発
達
し
た
技
術
が

生
ま
れ
た
の
だ
。
未
分
化
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
原

始
的
な
技
術
を
低
年
令
か
ら
教
え
る
.
べ
き
だ
と
思
う
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
学
校
で
は
、
技
術
工
業
部
門
の

中
に
被
服
も
食
品
製
造
も
入
っ
て
い
た
。
技
術
と
労

働
の
統
一
と
い
う
乙
と
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
す
ば

ら
し
い
機
械
が
学
校
に
あ
っ
て
感
心
し
た
。

男
女
で
学
ぶ
に
は
、
「
家
庭
の
中
の
」

「
家
族
の

-一一一一↑EE--

…

世

話

人

告

〈
三
月
八
日
〉

@
前
年
度
春
号
発
送
作
業

@
四
月
五
日
の
前
年
度
総
会
に
つ
い
て

前
年
度
運
動
方
針
、
前
年
度
総
括
の
検
討
。
部

年
度
の
「
具
体
的
活
動
」
で
は
従
来
よ
り
積
極

的
な
姿
勢
を
示
す
乙
と
に
す
る
。

。
教
課
審
へ
の
働
き
か
け
|
春
休
み
中
に
交
渉
す
る
。

臓
移
全
国
交
流
会
に
つ
い
て

l
担
当
・
中
嶋
、
脇
、
持

田。

A 
Z玄

報

@
今
夏
、
埼
玉
で
開
催
の
全
国
母
親
大
会
実
行
委
員

会
に
加
盟
|
担
当
・
榎
本
。

@
今
夏
の
消
費
者
大
会
に
新
世
話
人
脇
さ
ん
が
参
加

す
る
。
情
報
は
脇
さ
ん
ヘ
送
る
乙
と
。
(
馬
場
洋
子
)

八
四
月
五
日
〉

@
四
・
五
集
会
に
つ
い
て
日
も
っ
と
は
や
く
こ
う
い

う
会
を
や
る
と
よ
か
っ
た
。
教
科
論
を
も
っ
と
つ
め

て
や
る
と
よ
か
っ
た
が
時
間
が
不
足
。
今
後
ど
う
す

る
か
の
観
点
に
立
っ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ど
発
言
あ
り
。

修
教
育
課
程
審
議
会
委
員
及
び
国
会
議
員
を
訪
問
す

る
課
題
に
つ
い
て
リ
交
渉
を
し
た
人
か
ら
経
過
報
告
0

9
文
部
省
に
署
名
を
持
っ
て
行
く
件
H
二
五

O
O程

集
ま
っ
て
い
る
。
文
部
大
臣
に
会
う
交
渉
を
す
る
。

@
夏
号
に
つ
い
て
H
内
容
に
つ
い
て
提
案
あ
り
。

@
全
国
交
流
会
に
つ
い
て
リ
7
月
幻
自
に
行
う
乙
と
、

た
め
の
」

と
い
う
だ
け
で
は
だ
め
だ
。

「
家
庭
」
と

い
う
と
乙
ろ
に
縛
ら
れ
て
い
る
と
、

重
要
な
内
容
が

対
象
に
な
っ
て
来
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

質

疑

応

答

か

ら

Q

(
芦
谷
)
技
術
教
育
関
係
者
の
共
学
に
向
け
て
の

動
き
ゃ
、
共
学
の
実
践
に
対
す
る
反
応
は
?

A
運
動
は
弱
い
。
全
国
的
な
運
動
は
殆
ん
ど
な
い
。

手
の
労
働
研
究
会
、
技
教
研
、
産
教
連
が
合
同
で

ア
ピ
ー
ル
を
出
し
、
各
学
校
や
婦
人
団
体
に
も
送

っ
た
が
、
新
聞
に
は
出
な
か
っ
た
。
新
潟
大
学
の

附
属
で
も
共
学
を
や
る
よ
う
に
提
言
し
て
い
る
の

だ
が
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。
被
服
や
食
物
を
技

術
に
入
れ
る
乙
と
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
技
術
の

先
生
の
中
で
は
「
技
術
が
棲
小
化
す
る
」
と
い
う

人
が
多
い
。

。
(
半
田
)
家
庭
科
の
中
に
技
術
的
視
点
で
扱
え
な

い
も
の
が
あ
る
か
?

A
保
育
は
別
の
教
科
に
す
べ
き
だ
と
思
う
。

Q

(
半
田
)
小
学
校
や
高
校
で
は
?

A
一
貫
さ
せ
る
よ
う
検
討
中
。
ま
だ
発
表
で
き
な
い
。

Q

(
半
田
)
近
代
技
術
に
つ
い
て
は
?

A
小
・
中
段
階
で
高
度
に
発
達
す
る
以
前
の
技
術
を

学
ん
だ
上
で
、
高
校
、
大
学
で
最
先
端
の
技
術
を

学
ぶ
べ
き
だ
。

内
容
な
ど
を
検
討
。

織
物
運
動
方
針
の
項
目
ζ
と
に
複
数
の
責
任
者
を
置
く

こ
と
に
な
っ
た
。

臓
移
そ
の
他
、
母
親
大
会
の
予
定
。
住
所
変
更
の
際
は

連

絡

が

ほ

し

い

と

と

。

(

持

田

ナ

ミ

)

一
怖
の
公
開
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
…

半
回
た
つ
子
一

F
・2
-
-
-
E
-
・・一三一・・
2-
・・一z=・・-FE--ニ==・・一一-ZE--z--a-zz-・・一三-・・-ニ
Z
E

恒
例
に
な
っ
た
春
の
仇
公
開
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
、
三

月
二
十
九
日
、
中
野
勤
労
福
祉
会
館
で
聞
か
れ
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
育
つ
・
育
て
る
・
育
ち
合
う
l
今

自
分
が
生
き
る
場
で
l
」
で
す
。
内
容
は
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
と
寸
劇
、
参
加
者
全
員
の
話
し
合
い
で
、
和
や

か
な
中
に
も
活
発
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
は
る
ば
る
京
都
か
ら
参
加

さ
れ
た
森
幸
枝
さ
ん
は
、
今
学
校
で
教
え
る
知
識
が

生
徒
自
身
は
何
も
変
え
ず
に
ペ
タ
ペ
タ
と
外
か
ら
貼

り
つ
け
た
だ
け
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
生
徒
は
試

験
が
す
む
と
貼
り
つ
け
た
も
の
を
み
な
は
が
す
。
そ

の
く
り
返
し
だ
。
し
か
し
、
家
庭
科
で
は
、
自
分
で

調
べ
、
班
で
討
議
し
、
実
験
・
実
習
し
、
単
な
る
知

識
の
貼
り
つ
け
で
は
な
い
学
習
を
、
男
女
の
理
解
と

協
力
の
下
に
す
す
め
、
生
き
た
力
を
育
て
る
乙
と
が

で
き
る
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

寸
劇
は
、
男
の
子
育
て
を
考
え
る
会
の
劇
団
「
オ

ッ
ト
コ
一
座
」
に
よ
る
「
『
男
』
な
ら
や
め
て
み
な
ー
ー

新
，
男
の
道
'
の
ス
ス
メ
」
。
家
事
・
育
児
に
真
剣
に

Q

(
石
川
)

「
技
術
・
家
庭
」

は
一
本
に
す
べ
き
か

6 

ワ
A
そ
う
し
な
け
れ
ば
中
学
で
の
共
学
は
不
可
能
。
免

許
も
一
本
化
す
、
べ
き
だ
。
今
、
家
庭
科
の
学
生
が

技
術
の
免
許
を
取
る
の
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
。

技
術
の
先
生
も
家
庭
科
の
免
許
が
と
り
や
す
い
よ

う
に
す
べ
き
だ
。
ブ
ラ
ウ
ス
、
ひ
と
え
も
の
を
縫

わ
な
け
れ
ば
ダ
メ
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。

乙
れ
に
対
し
て
、
茨
城
大
学
の
永
島
さ
ん
は
次
の
よ

う
な
意
見
で
し
た
。

「
一
本
化
」
は
理
念
上
は
よ
い
が
、
い
っ
し
ょ
に

し
た
ら
「
技
術
」
の
方
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
。
文
部
省
は
技
術
を
つ
ぶ
そ
う
と
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

家
教
遠
の
中
川
さ
ん
か
ら
「
乙
の
会
は
い
ろ
い
ろ
な

人
が
集
ま
る
の
で
よ
い
」
「
も
う
少
し
大
衆
が
つ
い

て
く
る
よ
う
に
す
る
乙
と
を
考
え
た
い
」
と
い
う
意

見
が
出
た
あ
と
、
育
時
速
の
丹
原
さ
ん
(
男
性
)
か

ら
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

今
の
運
動
の
成
熟
度
か
ら
み
て
、
「
と
に
か
く
家

庭
科
の
男
女
共
修
を
早
く
実
現
さ
せ
る
」
と
い
う

運
動
を
や
っ
て
行
く
の
が
よ
い
。
そ
う
し
て
段
階

的
に
す
す
め
る
べ
き
だ
。

乙
乙
で
時
間
と
な
り
、
い
つ
も
な
が
ら
も
う
少
し
時

聞
が
ほ
し
い
と
い
う
感
じ
で
集
会
は
終
り
ま
し
た
。

(
ま
と
め
梶
谷
典
子
)

⑩
滋
賀
、
和
歌
山
、
香
川
、
群
馬
の
四
県
は
会
員
ゼ

ロ
/
入
会
者
を
探
し
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
?

o 

o 

。

o 

o 

か
か
わ
り
、
そ
乙
に
意
義
と
歓
び
を
見
出
し
な
が
ら
、

男
社
会
の
論
理
か
ら
は
弾
き
出
さ
れ
る
悲
哀
を
描
い

た
も
の
。
新
，
男
の
道
'
を
歩
む
心
や
さ
し
き
人
た

ち
へ
、
笑
い
と
一
俣
の
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

も
し
か
し
た
ら
ち
い
き
な
じ
ゆ
く
は
ユ
ー
ト
ピ
ア

武
田
秀
夫
さ
ん
(
『
私
塾
霞
国
語
教
室
風
景
』
の

著
者
)
、
属
静
さ
ん
(
小
金
井
市
で
地
域
活
動
を
熱

心
に
や
っ
て
い
る
人
)
、
森
さ
ん
、
オ
ッ
ト
コ
一
座

を
そ
れ
ぞ
れ
囲
ん
だ
四
つ
の
輪
で
は
、
時
間
不
足
を

か
乙
つ
ほ
ど
、
熱
心
な
話
が
弾
み
ま
し
た
。
家
庭
科

共
修
を
真
正
面
か
ら
、
絡
め
手
か
ら
論
じ
つ
つ
、
理

解
者
を
ふ
や
す
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

一

第

幻

回

家

教

連

夏

期

研

究

集

会

一

の
お
し
ら
せ
一

一
開
催
地
H
那
覇
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
.

(
沖
縄
県
那
覇
市
西
三
|
五
|
一
〉
一

一
テ
l
マ
リ
地
域
に
ね
ざ
し
、
い
の
ち
と
く
ら
し
一

を
守
る
家
庭
科
教
育

l
l今
乙
そ
家
一

庭
科
の
男
女
共
学
必
修
を
1
l

一

期

日

H
7
月
却
日
1
白

日

.

一
参
加
費
H
四

千

円

(

学

生

二

千

円

)

町

一
問
合
せ
先
リ
東
京
都
足
立
区
伊
興
町
諏
訪
木
一

二
O
五

三

丸

岡

方

へ

.

一

宮

O
三
i
八
九
七

l
O七
六
一

7 
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国
際
婦
人
年
日
本
大
会
の

決
議
を
実
現
す
る
た
め
の

連

絡

A 
ココE

幸R
とと
にヨ和

田

典
子

A
、
ニ

O
O
O年
に
む
け
て
の
組
織
・

運
営
、
担
当
が
き
ま
る

3
月
泊
目
、
四
谷
の
主
婦
会
館
で
ひ
ら
か
れ
た
拡

大
の
全
体
会
で
、
今
後
の
組
織
や
担
当
な
ど
が
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

〈
運
営
に
つ
い
て
の
申
し
合
わ
せ
〉

'
乙
の
会
は
、
一
九
七
五
年
国
際
婦
人
年
日
本
大

会
以
来
の
諸
決
議
を
支
持
し
そ
の
実
現
の
た
め
に
協

力
し
合
う
団
体
に
よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
。

参
加
団
体
は
、
①
全
国
組
織
で
あ
る
と
と
、
②
代

表
者
(
責
任
者
)
が
明
確
で
あ
る
乙
と
(
世
話
人
制

で
も
よ
い
て
③
規
約
・
会
則
な
ど
を
有
す
る
こ
と

ー
ー
を
原
則
と
し
、
新
た
に
参
ノ
加
を
希
望
す
る
団
体

が
あ
る
と
き
は
、
す
で
に
参
加
し
て
い
る
団
体
の
一

致
し
た
合
意
に
よ
る
も
の
と
し
ま
す
。

+
会
の
運
営
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
担
当
を
も
う

女
性
民
教
審

家
庭
科
男
女
共
修
を

明
快
に
提
言

半
田
た
つ
子
一

臨
時
教
育
審
議
会
が
国
家
の
側
か
ら
幻
世
紀
の
た

め
の
教
育
改
革
を
行
う
な
ら
、
私
た
ち
は
、
あ
く
ま

で
も
今
最
も
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
の
側
に
立
っ
て

独
自
の
教
育
改
革
を
提
言
し
よ
う
と
い
う
女
性
民
教

審
の
活
動
状
況
は
、
会
報
で
も
お
知
ら
せ
し
て
き
ま

し
た
。
四
月
四
日
は
、
民
教
審
発
足
一
周
年
を
記
念

し
て
、
東
京
銀
座
の
ヤ
マ
ハ
ホ
ー
ル
で
、
公
開
審
議

会
を
行
い
、
四
十
三
項
目
の
提
言
を
発
表
し
ま
し
た
。

う
ち
、
第
一
章
は
『
い
ま
緊
急
に
な
す
べ
き
こ
と
』

第
二
章
は
『
未
来
に
向
か
っ
て
教
育
を
変
え
る
」
で

す
。
家
庭
科
の
男
女
共
修
に
関
し
て
は
、
第
二
章
の

9
番
目
に
バ
ッ
テ
リ
と
入
れ
て
あ
り
ま
す
。
即
ち
、

『
生
命
と
生
活
を
い
と
お
し
む
家
庭
科
を
男
女
に
」

の
み
だ
し
で
、

a家
庭
科
を
、
生
命
と
生
活
の
営
み
と
し
く
み
を
学

ぷ
教
科
と
し
て
再
編
成
す
る

①
小
学
校
で
は
、
日
常
生
活
の
身
辺
処
理
、
生
活
的

自
立
に
必
要
な
最
低
限
度
の
知
識
と
技
能
・
中
学

校
で
は
、
生
活
の
自
然
科
学
的
認
識
と
、
自
分
の

生
育
史
か
ら
入
る
男
女
の
性
の
し
く
み
と
人
間
同

士
と
し
て
の
か
か
わ
り
・
高
校
で
は
、
生
活
の
社

会
科
学
的
認
識
、
生
命
の
誕
生
・
育
成
と
家
族
、

家
庭
生
活
と
地
域
社
会
、
人
間
の
環
境
と
福
祉

け
、
担
当
の
期
間
は
原
則
と
し
て
二
年
と
し
ま
す
。

世
話
人
、
常
任
委
員
会
、
事
務
局
長
、
書
記
、
会

計
、
必
要
に
応
じ
分
野
別
委
員
会
な
ど
。

会
の
意
思
決
定
は
全
体
会
で
お
こ
な
い
、
参
加
団

体
全
体
の
合
意
を
原
則
と
し
ま
す
。

+
加
盟
団
体
は
年
会
費
一
万
円
を
納
入
し
ま
す
o

'
会
の
会
計
年
度
は
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
と
し
ま
す
。

〈
担
当
者
(
団
体
)
〉

世
話
人
↓
中
村
紀
伊
(
主
婦
連
合
会
)
、
中
村
道

子
(
日
本
汎
太
平
洋
東
南
ア
ジ
ア
婦
人
協
会
)
、
大

羽
綾
子
(
婦
人
労
働
研
究
会
)
l
但
し
大
羽
さ
ん

に
つ
い
て
は
後
任
決
定
ま
で
。

常
任
団
体
↓
日
本
主
婦
同
盟
ほ
か
は
団
体
(
本
会

も
常
任
団
体
で
す
)

事
務
局
長
↓
山
口
み
つ
子
(
国
連
N
G
O
圏
内
婦

人
委
員
会
)

書
記
↓
大
関
清
子
(
日
本
婦
人
団
体
連
合
会
)
、

担
当
者
未
定
(
日
本
有
職
婦
人
ク
ラ
ブ
全
国
連
合
会
)

〈
新
し
い
参
加
団
体
お
よ
び
退
会
〉

退
会
↓
(
社
)
家
庭
生
活
研
究
会

参
加
予
定
↓
日
本
青
年
団
協
議
会
、
生
活
改
善
実

行
グ
ル
ー
プ
全
国
連
絡
研
究
会
、
全
国
母
子
寡
婦
福

祉
団
体
協
議
会

回
参
加
団
体
は
総
計
で
叩
団
体
に
な
り
ま
す
。

八
分
野
別
担
当
者
〉

@
小
学
校
で
は
、
低
学
年
か
ら
子
ど
も
の
生
活
K
か

か
わ
り
を
持
つ
総
合
的
な
学
習
を
位
置
づ
け
る
・

中
学
校
で
は
、
技
術
と
家
庭
を
分
離
し
、
そ
れ
ぞ

れ
男
女
共
学
に
す
る
・
高
校
で
は
「
家
庭
一
般
」

を
男
女
共
学
必
修
に
す
る

乙
の
他
、
説
明
を
省
き
ま
す
が
、

叩
家
庭
科
教
員
養
成
の
た
め
の
教
育
課
程
の
見
直
し

刊
総
合
科
学
と
し
て
の
家
政
学
の
再
構
築

を
も
提
言
し
ま
し
た
。
家
庭
科
に
関
す
る
提
言
に

つ
い
て
は
、
昨
秋
の
学
習
合
宿
で
審
議
メ
ン
バ
ー
の

意
見
の
一
致
を
み
、
絶
対
に
臨
教
審
か
ら
ひ
き
出
せ

な
い
も
の
と
自
負
し
て
盛
り
込
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
・
普
通
教
育
と
し
て
の
家
庭
科
を
確
立
す

る
た
め
に
、
文
部
省
の
機
構
を
改
め
、
中
・
高
校
の

家
庭
科
の
管
轄
を
、
職
業
教
育
課
か
ら
中
学
校
教
育

課
、
高
等
学
校
教
育
課
に
移
す
乙
と
も
提
言
し
ま
し

た。
U

第
包
囲
日
本
母
親
大
会

…
へ
の
お
さ
そ
い

榎

本

稲

子

一

今
年
は
強
い
要
請
を
受
け
て
、
当
会
も
実
行
委
員

会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
さ
そ
い
合
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

「
生
命
を
生
み
出
す
母
親
は
、
生
命
を
育
て
、
生

命
を
守
る
乙
と
を
の
ぞ
み
ま
す
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
一
万
人
の
お
母
さ
ん
方
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
て

話
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ
る
の
で
す
。

各
分
野
の
問
題
点
を
系
統
的
に
追
求
し
、
必
法
に

応
じ
て
問
題
提
起
を
す
る
担
当
者
(
団
体
)

教
育
、
労
働
、
家
庭
、
福
祉
、
平
和
と
国
際
協
力
、

政
策
決
定
参
加
の
六
分
野
別
に
担
当
者
(
団
体
)
が

き
め
ら
れ
、
「
す
す
め
る
会
」
は
、
教
育
分
野
を
担

当
す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
の
団
体
も

ど
乙
か
に
所
属
し
、
分
野
を
日
常
活
動
の
単
位
と
し

て
、
従
来
よ
り
も
弾
力
的
に
動
く
乙
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

B
、
売
春
防
止
法
の
施
行
状
況
と

改
正
点
に
つ
い
て
の
学
習

キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
の
高
橋
喜
久
江
さ
ん
と

全
国
婦
人
相
談
員
連
絡
協
議
会
の
常
沢
愛
子
さ
ん
か

ら
、
現
状
と
問
題
点
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
要

旨
は
、
現
行
法
が
弱
い
立
場
の
売
春
行
為
だ
け
を
処

罰
し
、
買
春
行
為
や
ソ
1
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
の
管
理
売

春
は
不
聞
に
付
す
な
ど
、
片
罰
制
で
あ
る
ほ
か
、
婦

人
保
護
行
政
も
補
助
金
引
下
げ
に
よ
る
財
政
難
の
た

め
ゆ
き
と
ど
か
ず
、
有
効
な
補
導
が
で
き
な
い
と
い

う
も
の
で
し
た
。

現
在
、
売
春
対
策
審
議
で
は
、
法
の
全
面
的
見
直

し
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
「
差
別
撤
廃
条
約
」
の
精

神
に
そ
っ
た
法
改
正
に
な
る
よ
う
、
わ
た
し
た
ち
も

そ
の
動
き
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
年
の
母
親
大
会
の
運
営
に
つ
い
て
話
し
あ
っ
た

中
で
印
象
に
残
っ
た
乙
と
は
、
子
ど
も
を
あ
ず
か
つ

て
た
だ
お
守
り
を
し
て
い
る
の
で
な
く
、
埼
大
の
一

棟
の
二
階
全
部
を
開
放
し
て
、
工
作
室
や
、
影
絵
、

紙
芝
居
、
人
形
劇
等
を
子
ど
も
た
ち
に
つ
く
ら
せ
て

見
せ
合
う
企
画
で
す
。
よ
い
指
導
者
を
さ
が
し
て
い

ま
す
。7
月
お
日
同
に
は
家
庭
科
共
修
等
却
の
分
科
会
に

わ
か
れ
て
話
し
合
い
、
幻
日
倒
は
全
体
会
で
す
。
大

会
会
員
券
は
千
五
百
円
で
す
。

大
会
の
ち
ら
し
を
同
封
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
実
行
委
員
榎
本
ま
で
。

一
〒
鵡
浦
和
市
常
盤
六
!
一
七
|
九
-

一

包

O
四
八
八
|
三
二
|
七
三
三
三
」

一
小
杉
隆
議
員
を
訪
ね
て石
川

由

紀

叫

ppz=・・一一一一--

集
会
参
加
の
湯
川
さ
ん
の
御
尽
力
で
東
京
都
選
出

の
小
杉
議
員
(
衆
・
自
ク
・
環
境
庁
政
務
次
官
)
に

面
会
、
家
庭
科
問
題
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
。
特
に

「
東
京
都
で
共
修
の
姿
勢
が
は
っ
き
り
す
れ
ば
、
そ

の
影
響
は
大
き
い
」
と
い
う
話
に
議
員
も
大
い
に
関

心
を
一
不
さ
れ
、
す
ぐ
に
都
議
へ
、
続
い
て
都
教
育
委

員
会
、
都
生
活
局
等
へ
「
モ
デ
ル
校
を
作
っ
て
研
究

し
て
み
て
は
ど
う
か
」
等
電
話
を
さ
れ
、
「
各
地
で

動
き
出
せ
ば
中
央
も
動
く
」
と
の
言
葉
も
出
た
。
私

達
も
各
地
で
各
教
育
委
員
や
地
方
議
会
、
議
員
へ
働

き
か
け
る
必
要
を
感
じ
た
三
十
分
だ
っ
た
。

8 
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…
「
い
ま
こ
そ
家
庭
科
」
…

朝
日
新
聞
連
載
始
ま
る

芦

谷

薫

U

タ
イ
ト
ル
が
と
て
も
い
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
?

昨
年
暮
に
世
話
人
三
人
で
朝
日
新
聞
T
記
者
と
会

ぃ
、
共
修
に
む
け
て
検
討
会
議
後
の
教
課
審
や
臨
教

審
の
審
議
過
程
が
重
要
で
あ
る
乙
と
、
現
場
の
教
師

達
の
地
道
な
実
践
努
力
、
校
長
会
等
の
動
き
を
お
話

し
し
、
今
以
上
に
広
く
関
心
を
促
し
、
建
設
的
な
意

見
を
汲
み
あ
げ
て
欲
し
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
乙

の
タ
イ
ト
ル
を
見
て
、
私
達
の
願
い
が
し
っ
か
り
受

け
留
め
ら
れ
た
と
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

内
容
は
、
ま
ず
「
教
室
か
ら
の
報
告
」
で
、
共
修

家
庭
科
の
授
業
ル
ポ
が
ほ
ぼ
連
日
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
初
日
の
リ
i
ド
は
「
家
事
や
育
児
は
女
だ
け
の

も
の
だ
ろ
う
か
、
と
教
師
た
ち
は
問
い
か
け
て
い
た
。

家
族
の
崩
壊
、
食
生
活
の
混
乱
、
い
じ
め
:
:
:
。
そ

ん
な
時
代
に
、
生
活
の
あ
り
方
を
見
つ
め
さ
せ
る
試

み
が
各
地
に
あ
っ
た
。
『
家
庭
科
と
い
え
ば
科
理
・

裁
縫
』
と
い
う
昔
な
が
ら
の
殻
は
打
ち
破
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
男
と
女
が
と
も
に
自
立
し
、
助
け
合

え
る
社
会
を
目
指
し
て
己
と
、
後
の
記
事
の
質
が
高

い
乙
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
し
た
。

9
固
ま
で
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
授
業
は
、
小
学
校

で
は
、
か
ら
だ
の
成
長
と
変
化
|
|
命
の
誕
生
と
食

事
調
べ
か
ら
発
展
さ
せ
た
家
族
の
生
活
の
変
化
と
問

題
点
。
中
学
で
は
パ
ン
ツ
作
り
か
ら
衣
服
の
歴
史
、

女
の
服
装
の
裏
に
あ
る
男
の
目
や
閉
じ
込
め
ら
れ
て

き
た
女
の
暮
し
を
見
直
す
授
業
と
、
保
育
園
で
の
乳

幼
児
と
の
生
活
体
験
を
ふ
ま
え
た
保
育
学
習
。
高
校

で
は
、
米
の
流
通
や
消
費
の
学
習
を
伴
っ
た
炊
飯
の

原
理
を
学
ぶ
学
習
、
一
食
を
自
分
の
手
で
つ
く
れ
る

よ
う
に
す
る
実
習
学
習
か
ら
経
済
性
、
安
全
性
、
栄

養
面
の
学
習
、
外
食
産
業
と
食
生
活
の
問
題
点
の
学

習
、
生
徒
達
の
調
査
発
表
を
と
り
入
れ
た
、
中
絶
、

避
妊
、
売
買
春
、
性
病
、
結
婚
と
離
婚
な
ど
人
間
と

性
の
学
習
で
す
。

ど
の
記
事
か
ら
も
、
授
業
が
生
徒
の
生
活
の
現
状

か
ら
出
発
し
、
何
を
考
え
さ
せ
学
ば
せ
る
か
を
よ
く

考
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
乙

れ
で
よ
り
多
く
の
人
々
の
家
庭
科
へ
の
認
識
が
深
ま

る
乙
と
、
そ
し
て
、
今
後
問
題
提
起
が
ど
の
よ
う
に

展
開
さ
れ
る
の
か
多
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

庄三==三三一一一一一一一一一三一一一一一一一一一一三一一一一一一一一一一一三一一一一一三一三三三三三=三三三三一一一一三一一三一一一一三一一一崎

川

会

費

納

入

の

お

ね

が

い

川

川
郎
年
度
会
費
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
川

川
前
回
振
替
用
紙
を
お
送
り
し
な
か
っ
た
方
に
は
川

州
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
年
三
五

O
O
円
で
す
。
州

開国一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一====朝盟

一

森

幸

枝

さ

ん

の

本

…

…

国

間

間

出

脳

間

晶

凶

.

-
ぜ
ひ
、
ご
一
読
下
さ
い
1

半
田
た
つ
子

京
都
府
立
高
校
が
全
国
に
先
が
け
て
家
庭
科
の
男

女
共
修
を
発
足
さ
せ
た
の
は
、
も
う
十
三
年
前
。
乙

の
立
役
者
は
森
幸
枝
さ
ん
で
し
た
。
そ
の
森
さ
ん
は

昨
年
一
年
間
;
仇
'
に
ど
自
身
の
実
践
を
掲
載
さ
れ

ま
し
た
が
、

ζ

の
ほ
ど
叩
回
の
連
載
に
大
幅
に
手
を

入
れ
、
書
き
下
ろ
し
も
加
え
て
『
男
女
で
学
ぶ
新
し

い
家
庭
科
京
都
に
お
け
る
歩
み
と
実
践
|
』
と
名

づ
け
た
本
を
ウ
イ
書
房
か
ら
出
版
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

内
容
は
、
次
の
通
り
で
す
。

家
庭
科
教
師
と
し
て
の
悩
み

男
女
で
学
ぶ
家
庭
科
の
実
現
ま
で

男
女
で
ど
ん
な
家
庭
科
を

男
女
で
学
ぶ
家
庭
科
の
定
着
と
発
展
の
た
め

10 
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W 

と変
わ
る
生
徒
へ
の
対
応

い
ま
、
私
た
ち
は

森
さ
ん
の
実
践
と
、
京
都
の
歩
み
を
集
大
成
し
た

も
の
で
、
い
ま
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る
本
と
自
負
し

心
か
ら
お
す
す
め
し
ま
す
。

V VI 

教
課
審
委
員
を
訪
ね
て
一

お
互
い
に
忙
が
し
く
て
思
う
に
ま
か
せ
ま
せ
ん
が
、

世
話
人
は
教
課
審
委
員
訪
問
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
|
|

。
沖
原

豊
さ
ん
(
広
大
学
長
、
比
較
教
育
学
)

私
の
旧
師
の
紹
介
を
得
た
の
で
快
く
会
っ
て
い
た

だ
い
た
(
三
月
上
旬
)
。
課
題
別
で
は
家
庭
科
問
題

の
委
員
で
は
な
い
が
、
総
会
が
あ
る
か
ら
そ
の
場
で

十
分
意
見
を
い
え
る
と
思
う
。
縫
田
さ
ん
奥
田
さ
ん

と
も
意
見
の
交
換
を
し
ま
す
。
し
か
し
、
中
間
の
ま

と
め
の
よ
う
な
も
の
を
発
表
す
る
と
、
世
論
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
よ
せ
・
ら
れ
る
し
、
ま
た
政
治
的

な
圧
力
も
か
か
る
の
で
ど
う
し
て
も
妥
協
的
な
も
の

に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
今
の
時
代
の
流
れ

専
門
委
員
に
青
木
さ
ん

教
課
審
第
四
委
員
会
で
は
、
家
庭
、
技
術
一

人
ず
つ
の
専
門
委
員
を
置
き
、
検
討
委
報
告
の

第
一
案
、
第
二
案
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
つ
い
て

の
検
討
を
す
す
め
ま
す
。
家
庭
科
の
専
門
委
員

は
、
東
海
女
子
短
大
の
青
木
時
子
さ
ん
に
決
り

ま

し

た

。

(

梶

谷

典

子

)

は
当
然
反
映
す
る
で
し
ょ
う
。
と
の
乙
と
。
御
礼
状

を
差
し
上
げ
た
ら
「
:
:
:
御
趣
旨
に
つ
い
て
は
十
分

に
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
の
で
日
本
の
教
育
の

進
展
の
た
め
に
及
ば
ず
な
が
ら
尽
力
い
た
す
つ
も
り

で
い
ま
す
:
:
:
」
と
お
返
事
を
い
た
だ
い
た
。

栗
原
一
登
委
員
(
旧
知
)
に
手
紙
で
趣
旨
を
説
明

し
た
ら
「
家
庭
科
の
乙
と
で
も
た
く
さ
ん
の
方
々
の

御
意
見
を
き
き
た
い
と
思
い
ま
す
・
:
・
:
」
と
返
事
を

い
た
だ
い
た
が
未
だ
面
談
の
機
を
得
て
い
な
い
。

香
川
敦
子

A
V
諸
井

慶
さ
ん
(
秩
父
セ
メ
ン
ト
社
長
)

諸
井
さ
ん
は
運
営
委
員
会
と
第
四
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
で
、
家
庭
科
の
ゆ
く
え
に
大
き
な
影
響
を
持
つ

立
場
の
方
で
す
が
、
大
変
誠
実
で
熱
心
な
方
と
お
見

受
け
し
ま
し
た
。

会
か
ら
は
、
家
庭
科
共
修
運
動
は
家
庭
科
の
専
門

家
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
女
性
や
生
活
の
問
題
に
め

ざ
め
て
来
た
男
性
も
含
め
た
巾
広
い
運
動
で
あ
る
乙

と
、
男
女
平
等
を
す
す
め
、
教
育
の
荒
廃
、
生
活
の

破
壊
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
、
形
式
的
に
男
女
同
じ

取
り
扱
い
に
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
乙
と
を

強
調
、
諸
井
さ
ん
は
ま
ず
「
共
修
」
と
い
う
と
と
ば

に
つ
い
て
質
問
、
「
内
容
の
精
選
が
必
要
で
す
ね
」

と
意
見
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

「
い
ろ
い
ろ
は
方
の
ど
意
見
を
聞
く
と
そ
れ
ぞ
れ

尤
も
に
思
え
て
」
と
お
っ
し
ゃ
る
手
に
は
、
技
術
科

関
係
者
か
ら
の
封
簡
が

1
1
0
本
当
に
、
皆
さ
ん
が

ん
ば
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。
梶
谷
典
子

。
小
田
島
哲
哉
さ
ん
(
都
立
戸
山
高
校
長
)

小
田
島
さ
ん
の
属
す
る
教
課
審
第
一
委
員
会
で
は
、

臨
教
審
の
答
申
中
の
六
年
制
中
等
学
校
に
つ
い
て
審

議
を
し
て
い
る
と
い
う
乙
と
で
あ
る
が
、
臨
教
審
は

受
験
競
争
過
熱
の
解
消
策
の
一
つ
と
し
て
、
中
高
一

貫
教
育
の
六
年
制
中
等
学
校
を
提
言
し
た
の
で
あ
る

か
ら
、
エ
リ
ー
ト
校
化
し
て
は
そ
の
意
義
は
な
い
。

そ
ζ

で
普
通
科
で
は
な
く
、
芸
術
分
野
等
の
特
色
を

も
た
せ
て
は
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
一
方
、
他
の

中
学
や
高
校
へ
の
転
校
が
可
能
な
配
慮
も
必
要
で
あ

る
か
ら
、
今
の
学
校
で
や
れ
な
い
乙
と
が
や
れ
で
も
、

や
っ
て
い
る
乙
と
を
や
ら
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
と

い
う
事
情
も
あ
る
と
い
う
。
当
会
と
し
て
は
、
「
技

術
・
家
庭
」
「
家
庭
一
般
」
と
い
う
中
高
一
貫
し
て

い
な
い
教
科
の
扱
い
に
つ
い
て
尋
ね
た
が
、
ま
だ
委

員
会
は
一
度
だ
け
し
か
持
た
れ
て
い
な
い
と
い
う
乙

と
で
方
針
は
聞
け
な
か
っ
た
が
、
他
の
委
員
会
に
も

出
席
す
る
よ
う
強
い
要
請
も
き
て
い
る
か
ら
、
極
力

第
四
委
員
会
(
家
庭
科
)
に
出
る
よ
う
努
め
た
い
し
、

毎
月
の
全
体
会
の
中
で
も
家
庭
科
に
つ
い
て
発
言
す

る
機
会
が
あ
る
か
ら
、
必
ず
発
言
し
ま
す
と
い
う
乙

と

で

あ

っ

た

。

石

川

由

紀
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r 言、"

六

月

に

結

論

判

一

一

一

教

課

審

審

議

状

況

一
大

西

歩

一

教
育
課
程
審
議
会
は
二
月
十
七
日
、
第
七
回
総
会

を
聞
き
、
「
家
庭
、
技
術
・
家
庭
科
教
育
の
在
り
方

に
つ
い
て
」
を
含
む
四
つ
の
課
題
別
委
員
会
の
設
置

を
決
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
所
属
す
る
委
員
も

決
定
し
ま
し
た
。

第
四
委
員
会
「
家
庭
、
技
術
・
家
庭
科
教
育
の
在

た
か

り
方
に
つ
い
て
」
の
委
員
は
、
青
木
生
子
(
日
本
女

子
大
学
長
〉
、
奥
田
真
丈
(
横
浜
国
立
大
学
教
授
)
、

佐
藤
愛
子
(
作
家
)
、
縫
田
嘩
子
、
松
田
岩
夫
(
中

け
ん

京
大
学
教
授
)
、
諸
井
度
(
秩
父
セ
メ
ン
ト
社
長
)

の
六
氏
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
は
所
属
し
て
い
な

い
委
員
会
に
、
福
井
会
長
と
西
原
副
会
長
も
各
委
員

会
に
随
時
出
席
し
て
発
言
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。乙
の
臼
の
自
由
討
議
で
、
家
庭
科
に
つ
い
て
は
、

「
家
庭
で
教
え
る
べ
き
乙
と
と
、
学
校
で
。
教
え
る
べ

き
と
と
が
区
別
で
き
て
い
な
い
」
「
家
庭
の
機
能
が

低
下
し
た
の
だ
か
ら
、
低
学
年
か
ら
教
え
る
、
べ
き
だ
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
十
七
日
・
十
八
日
に
、
第
一
委
員
会
「
六
年

制
中
等
学
校
の
教
育
内
容
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
、

第
二
委
員
会
「
道
徳
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
、

第
三
委
員
会
「
社
会
科
教
育
の
在
り
方
」
、
第
四
委

員
会
「
家
庭
、
技
術
・
家
庭
科
教
育
」
の
各
委
員
会

は
初
会
合
を
聞
き
、
第
四
委
員
会
の
主
査
に
は
奥
田

真
丈
横
浜
国
立
大
学
教
授
を
選
出
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
は
乙
の
あ
と
、
月
一

1
二
回
の
ベ
l
ス
で

会
合
を
聞
き
、
ム
川
口
庁
+
r
b
千
わ
問
題
点
を
煮
つ
め
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「

一

案

」

に

な

る

か

引

一

衆

院

文

教

委

員

会

を

一

傍

聴

、

一

l

四

月

九

日

|
石

川

由

紀

一

当
会
に
と
っ
て
心
強
い
府
在
の
、
そ
し
て
お
馴
染

み
の
江
田
五
月
議
員
の
質
問
で
あ
り
、
何
を
決
め
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
臨
教
審
、
教

課
審
と
文
部
省
の
関
係
を
、
海
部
新
大
臣
の
答
弁
の

中
か
ら
感
じ
と
ろ
う
と
耳
を
傾
け
た
。
そ
の
中
か
ら

家
庭
科
に
関
す
る
部
分
を
拾
っ
て
み
る
と
、

ま
ず
、
家
庭
科
の
検
討
に
つ
い
て
、
女
子
差
別
撤

廃
条
約
と
の
関
連
と
い
う
外
圧
か
ら
な
の
か
、
身
辺

自
立
の
為
、
又
、
家
庭
生
活
に
必
要
な
技
術
や
哲
学

を
学
ぶ
為
に
も
、
そ
の
必
要
性
か
ら
な
の
か
と
い
う

質
問
に
、
文
相
は
、
条
約
と
い
う
乙
と
も
あ
る
が
、

必
要
な
教
科
と
考
え
る
、
と
い
う
。

次
に
高
石
初
等
中
等
局
長
の
答
弁
の
中
か
ら
文
部

省
の
姿
勢
を
み
て
み
る
と
、
教
課
審
で
ほ
中
学
の
技

術
・
家
庭
科
に
つ
い
て
も
検
討
中
で
あ
り
、
小
中
高

一
貫
し
て
検
討
し
て
も
ら
う
。
今
の
も
の
は
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
女
子
向
き
で
あ
り
、
共
修
用
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
範
囲
の
も
の
が
適
切
で
あ
る
か
も
検
討

し
て
も
ら
う
、
と
い
う
。
又
、
技
術
・
家
庭
科
が
共

修
に
な
っ
た
時
、
時
間
数
と
し
て
は
足
し
て
二
で
割

っ
た
よ
う
な
も
の
な
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

時
間
の
配
当
に
ま
で
は
審
議
が
い
っ
て
い
な
い
。
た

だ
技
術
の
授
業
内
容
の
精
選
が
必
要
で
あ
ろ
う
し
、

生
活
科
的
内
容
を
つ
け
足
し
て
い
く
に
は
ど
の
よ
う

な
内
容
が
必
要
か
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
、
と
答
え
た
。

乙
れ
ま
で
の
文
部
省
答
弁
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、

先
の
検
討
会
議
の
報
告
の
第
二
案
、
す
な
わ
ち
、
他

教
科
も
含
め
て
の
中
か
ら
の
選
択
必
修
は
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
時
間
数
減
は
避
け
ら
れ
な
い
で
あ

ろ
う
し
、
「
生
活
科
的
内
容
」
と
の
間
遠
か
ら
、
生

徒
に
学
ば
せ
た
い
も
の
の
中
で
、
更
に
不
可
欠
と
考

え
ら
れ
る
も
の
を
精
選
し
て
、
要
求
す
る
必
要
を
感

じ
た
。
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や
や
や
や
や
や
や
*
必
や
や
や
や
や
や
や
や
令
や
や
や
や
やゃ

い
吋
署
名
が
実
質
的
に
有
効
な
の
は
今
月
な
か
ば
ゆ

今

納
ま
で
で
す
。
で
き
る
だ
け
急
い
で
集
め
て
事
務
仰

やや

局

あ

て

に

お

送

り

く

だ

さ

い

。

場

料
や
や
や
や
や
や
や
や
や
や
舎
や
や
や
や
や
や
や
や
や
や
い
吋


